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本
学
初
代
学
長
・
横
井
時
敬
に
は
、
駒
場
農
学
校

時
代
の
同
級
生
で
あ
っ
た
高
橋

た
か
は
し

昌
し
ょ
う

と
の
共
著
『
信
用

組
合
論 

附
生
産
及
経
済
組
合
ニ
関
ス
ル
意
見
』（
本

学
大
学
史
資
料
室
お
よ
び
貴
重
書
室
所
蔵
）
が
あ
る
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

同
書
は
、
『
協
同
組
合
の
名
著
』
第
一
巻
（
家
の
光
協

会
、
一
九
七
〇
）
や
『
明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集
』

第
四
巻
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
七
）
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
が
国

の
産
業
組
合
史
・
協
同
組
合
史
を
語
る
上
で
不
可
欠

な
文
献
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
産
業
組
合
と
は
現
在

の
農
業
協
同
組
合
や
生
活
協
同
組
合
な
ど
の
前
身
に

当
た
る
。 

 

横
井
時
敬
と
高
橋
昌
の
共
著
と
さ
れ
る
『
信
用
組

合
論
』
は
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
上
、
重
要
な
文
献
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
当
の
著
者
は
、
実
は

横
井
で
も
高
橋
で
も
な
い
。
実
際
の
著
者
は
、
い
ず

れ
も
横
井
・
高
橋
の
駒
場
農
学
校
時
代
に
お
け
る
同

級
生
渡
部
朔

わ
た
な
べ
さ
く

と
酒
勾

さ

こ

う

常つ
ね

明あ
き

で
あ
っ
た
。
渡
部
・
酒
勾
の

共
著
が
横
井
・
高
橋
の
共
著
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
（
二

〇
〇
六
）
「
渡
部
朔
と
明
治
二
四
年
の
信
用
組
合
論
」

『
協
同
組
合
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
通

2021.6.1 

第 16 号 

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
一
一
）

―
産
業
組
合
誕
生
の
功
労
者
・
渡
部
朔
― 

中：渡部朔、左：酒勾常明『東京農業大学 開校十五年記念帖』（＊）

右：『信用組合論 : 附生産及經濟組合ニ關スル意見』高橋昌、横井時敬合著（＊） 
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巻
七
一
・
七
二
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
は
、
『
信
用
組
合
論
』
の
本

当
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
渡
部
朔
を
取
り
上
げ
て
み

た
い
。
ま
ず
、
東
京
農
業
大
学
と
渡
部
朔
と
の
関
係

に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
『
東
京
農
業
大
学
五
十

年
史
』
（
一
九
四
〇
）
を
ひ
も
と
く
と
、
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
一
月
一
五
日
の
こ
と
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

「
（
同
日
）
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農
学
校
職
制
の

制
定
あ
り
、
之
に
依
り
大
日
本
農
会
は
、
新
に
幹
事

小
笠
原
金
吾
を
本
校
幹
事
に
、
又
、
農
芸
委
員
横
井

時
敬
氏
を
本
校
教
頭
に
任
命
し
、
同
日
、
伊
庭
想
太

郞
、
豊
永
真
里
、
岡
毅
、
本
多
岩
次
郎
、
小
林
房
次

郎
、
渡
部
朔
、
渡
瀬
寅
次
郎
、
横
井
時
敬
、
長
岡
宗

好
、
沢
野
淳
の
十
氏
を
、
商
議
員
に
委
嘱
す
る
等
新

体
制
を
整
え
た
り
。
」 

  

す
な
わ
ち
、
財
政
難
の
た
め
維
持
が
難
し
く
な
っ

た
東
京
農
学
校
を
、
榎
本
武
揚
が
大
日
本
農
会
に
経

営
移
譲
し
、
新
た
に
大
日
本
農
会
附
属
の
東
京
農
学

校
と
な
っ
た
時
、
商
議
員
に
任
じ
ら
れ
た
一
〇
人
の

う
ち
の
一
人
が
渡
部
朔
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
お
け
る
大
日
本
農
会

附
属
東
京
高
等
農
学
校
へ
の
改
称
を
経
て
、
翌
明
治

三
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
一
日
ま
で
、
渡
部
は
商
議

員
を
務
め
た
。
約
六
年
半
と
い
う
決
し
て
長
く
は
な

い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
農
学
校
再
建
の
重
要
な
時
期

を
商
議
員
と
し
て
経
営
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
渡
部
朔
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
〇

月
一
日
、
幕
臣
で
あ
っ
た
渡
部
一
郎
（
の
ち
温
と
改

名
）
の
長
男
と
し
て
牛
込
に
生
ま
れ
て
い
る
。
初
め

朔
太
郎
と
称
し
た
。
父
の
温
は
、
開
成
所
教
授
並
出

役
、
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授
並
、
長
崎
英
語
学
校
兼

長
崎
師
範
学
校
長
、
東
京
外
国
語
学
校
長
な
ど
を
歴

任
し
た
高
名
な
英
学
者
で
、
『
英
吉
利
会
話
』
『
地
学

初
歩
』
『
経
済
説
略
』
『
西
洋
蒙
求
』
『
英
国
史
』
『
英

文
伊
曽
保
物
語
』『
通
俗
伊
曽
保
物
語
』
な
ど
多
数
の

著
訳
書
を
刊
行
し
、
ま
た
『
中
外
新
聞
外
編
』
『
公
私

雑
報
』
な
ど
の
編
纂
に
も
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

東
京
府
会
議
員
、
東
京
市
会
議
員
、
牛
込
区
議
会
議

員
な
ど
も
歴
任
し
、
晩
年
に
は
実
業
家
と
し
て
財
を

な
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
父
の
も
と
、
渡
部
朔
は
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
に
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
に
入
学
、
明

治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
東
京
英
語
学
校
に
入
学

し
、
東
京
開
成
学
校
予
科
を
経
て
、
明
治
一
一
年
（
一

八
七
八
）
三
月
に
勧
農
局
農
学
校
（
の
ち
駒
場
農
学

校
）
農
学
科
に
二
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
駒
場
農

学
校
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
に
つ
い
て
学
び
、
明

治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
六
月
、
横
井
、
高
橋
、
酒
勾

ら
と
と
も
に
同
校
農
学
科
を
卒
業
し
た
。 

  

             

駒
場
農
学
校
を
卒
業
後
、
同
年
七
月
、
内
務
省
勧

農
局
雇
（
地
質
課
勤
務
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
駒
場
農
学
校

の
農
学
教
師
も
兼
任
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
農
学
者
マ

ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ス
カ
の
指
導
の
も
と
、
全
国
の
土
性

調
査
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
明
治
一

四
年
（
一
八
八
一
）
農
商
務
省
の
新
設
と
と
も
に
同

省
地
質
調
査
所
御
用
掛
、
同
所
五
等
属
、
地
質
局
四

等
技
手
（
土
性
課
長
心
得
）
、
農
商
務
技
師
試
補
（
地

質
局
勤
務
）
な
ど
一
貫
し
て
土
性
調
査
事
業
に
従
事

し
た
。
フ
ェ
ス
カ
が
房
総
会
で
行
っ
た
講
演
を
『
肥

培
論
』（
本
学
図
書
館
所
蔵
）
と
し
て
翻
訳
し
た
の
も

こ
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
代
は
、
大
日
本
農

会
農
芸
委
員
、
農
学
会
の
前
身
で
あ
る
研
農
会
の
主

計
・
編
輯
委
員
、
農
学
会
の
評
議
員
・
幹
事
会
計
主
任

な
ど
も
務
め
て
い
る
。 

『肥培論』渡部朔訳（＊＊） 



3 
 

                           

 

や
が
て
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
月
、
渡
部
朔

は
ド
イ
ツ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
帰
国
は
明
治
二
四

年
（
一
八
九
一
）
八
月
で
あ
る
。
出
張
の
目
的
は
「
土

性
調
査
事
業
研
究
ノ
為
メ
」
で
あ
っ
た
が
、
帰
国
後

の
渡
部
が
ド
イ
ツ
の
産
業
組
合
に
つ
い
て
深
い
知
識

を
有
し
て
い
た
こ
と
や
、
後
述
す
る
よ
う
に
ド
イ
ツ

の
農
業
経
営
学
に
つ
い
て
も
講
義
や
著
述
が
で
き
る

だ
け
の
学
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
研
究
は
土
性
調
査
の
み
な
ら
ず
農
業
全
般
、

と
く
に
そ
の
社
会
経
済
的
側
面
に
向
け
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ド
イ
ツ
留
学
中
の
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
六

月
、
地
質
調
査
所
五
等
技
師
（
奏
任
官
五
等
）
と
な

り
、
帰
国
直
前
の
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
八
月
に

は
農
商
務
技
師
（
地
質
調
査
所
勤
務
）
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
帰
国
後
の
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
年
六

月
、
農
事
試
験
場
創
設
に
と
も
な
い
同
場
技
師
兼
農

商
務
技
師
（
農
務
局
勤
務
、
高
等
官
七
等
）
と
な
っ

た
。 

 

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
、
農
商
務
技
師

（
農
務
局
勤
務
）
専
任
と
な
り
、
翌
五
月
に
は
農
務

局
農
事
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
一
月
、
帝
国
大
学
農
科
大

学
（
の
ち
の
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
、
現
在
の
東

京
大
学
農
学
部
）
講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
第
二
講
座
を

担
当
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
渡
部
が
担
当
し
た
講
義

は
「
農
業
経
営
学
」
で
あ
り
、
そ
の
講
義
内
容
は
教
え 

            

子
た
ち
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
農
業
経
営
学
』（
明

治
二
八
年
［
一
八
九
五
］
初
版
、
明
治
三
三
年
［
一
九

〇
〇
］
再
版
：
い
ず
れ
も
本
学
図
書
館
所
蔵
）
か
ら
看

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
農
業
経
営
学
の
翻

案
的
な
内
容
で
は
あ
る
が
、「
農
業
経
営
学
」
と
銘
打

っ
た
わ
が
国
最
初
の
著
書
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て

よ
い
。 

 

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
ま
で
続
く
農
務

局
農
事
課
長
時
代
に
お
け
る
最
も
注
目
す
べ
き
仕
事

は
、
産
業
組
合
法
案
（
第
一
次
）
の
立
案
で
あ
る
。
明

治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
第
一
〇
帝
国
議
会
に
提

出
さ
れ
た
こ
の
法
案
は
、
結
局
は
審
議
未
了
の
ま
ま

に
終
わ
っ
た
が
、
こ
こ
で
種
々
の
議
論
を
尽
く
し
て

い
た
こ
と
が
の
ち
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
産

業
組
合
法
が
成
立
し
得
た
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

『相模全國武藏國南部土性圖』（＊） 

『農業經營學：全』渡部朔講述（＊＊） 
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こ
の
時
か
ら
初
め
て
「
産
業
組
合
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
渡
部

朔
の
産
業
組
合
史
上
に
お
け
る
大
き
な
業
績
で
あ
っ

た
。
な
お
、
農
事
課
長
時
代
、
渡
部
は
本
務
以
外
に
水

産
調
査
会
幹
事
、
貿
易
品
陳
列
館
商
議
員
、
農
業
教

員
養
成
方
取
調
委
員
、
各
種
共
進
会
審
査
長
な
ど
を

務
め
、
ま
た
農
学
会
会
長
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
、
渡
部
朔
は
非
職

を
命
じ
ら
れ
た
。
父
温
の
病
が
篤
く
な
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
父
温
は
、
同
年
七
月
に
、
東
京
製
綱
会
社
の 

                 

社
長
や
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
取
締
役
を
辞
任
、
翌
八

月
に
病
没
し
た
。
渡
部
朔
は
そ
の
後
、
父
温
の
跡
を

継
い
で
、
実
業
界
に
身
を
投
じ
、
日
本
塗
装
株
式
会

社
取
締
役
社
長
、
亜
細
亜
護
謨
株
式
会
社
や
日
本
電

気
黒
鉛
株
式
会
社
の
取
締
役
、
東
京
瓦
斯
株
式
会
社

・
東
京
製
鋼
株
式
会
社
・
東
海
鉛
管
株
式
会
社
の
監

査
役
な
ど
に
就
任
、
さ
ら
に
東
京
府
会
議
員
、
牛
込

区
区
長
会
議
長
な
ど
も
務
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

実
業
家
時
代
に
お
い
て
も
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇

一
）
に
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
評
議
員
を
仰
せ
付

け
ら
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
大
日
本
農
会

参
事
、
同
五
年
（
一
九
一
六
）
社
団
法
人
大
日
本
農
会

理
事
、
さ
ら
に
同
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
同
会
顧

問
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
界
と
の
関
わ
り
は
維

持
さ
れ
て
い
た
が
、
農
商
務
省
に
身
を
置
い
て
い
た

な
ら
ば
、
農
政
分
野
で
さ
ら
に
驥
足
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
惜
し
ま
れ
る
。
駒
場
農

学
校
の
同
級
生
で
あ
り
、
か
つ
『
信
用
組
合
論
』
の
共

著
者
で
あ
っ
た
酒
勾
常
明
が
、
そ
の
後
、
農
商
務
省

農
政
局
長
と
し
て
明
治
農
政
の
立
役
者
と
な
っ
た
よ

う
に
。 

 

渡
部
朔
が
、
六
九
歳
を
一
期
と
し
て
そ
の
生
涯
を

閉
じ
た
の
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
一
一
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

                       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
誉
教
授 

友
田
清
彦 

 

 本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
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